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１．はじめに

先端技術の金融への適用に向けた取組みは様々

な分野で進んでおり、資産運用においても非構造

化データのAI分析などが注目されている。確か

に、先端技術でどのようなことができるのかを知
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　近時、構造的な収益性の低下に悩まされてきたグローバルの資産運用会社の多くはノンコア業務の効率化に注
力してきた。しかし、先進的な資産運用会社は既にその局面を超えて、デジタル化を通じたコア業務の付加価値
向上に取り組んでいる。そこでは、個別業務の高度化のみならず、データ活用を通じて組織としての付加価値の
付け方を変革している。その基盤には、「機械」による「人」の能力の拡張や全社的なデータ管理がある。
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